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携
帯
電
話
の
塾
内
持
込
は
一

切
禁
止
で
す
。
連
絡
は
塾
の

電
話
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

「 

一 

月 

の 

予 

定 

」

『
新
指
導
要
領
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
！
』

　

２
０
１
２
年
が
始
り
ま
し
た
。
高
校
受
験
の
皆
さ
ん
は

入
試
ま
で
60
日
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
冬
期
講
座
も
後

半
に
入
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
こ
れ
か

ら
で
す
。
寒
さ
と
部
屋
の
乾
燥
に
は
十
分
に
注
意
し
、
家

庭
で
も
塾
で
も
風
邪
対
策
の
う
が
い
と
手
洗
い
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

冬
期
講
座
、
中
三
生
は
復
習
と
受
験
対
策
の
学
習
で
す
。

残
り
60
日
、
30
点
ア
ッ
プ
を
目
標
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

最
終
的
に
志
望
校
を
決
め
る
の
は
２
月
で
す
。
Ｍ
中
の
あ

る
ク
ラ
ス
で
は
三
十
数
名
中
二
十
名
程
が
推
薦
と
い
う
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
し
か
も
推
薦
の
話
は
三
者
面
談
の
後
、

何
の
た
め
の
三
者
面
談
な
の
で
し
ょ
う
。

人
生
の
中
で
最
も
大
事
だ
と
さ
れ
る
時
に
楽
な
方
を
選

択
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
推
薦
は
合
格
が
確
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
後
ま
で
気
を
抜
か
な
い
こ
と
で
す
。
結
果
で
は

な
く
「
本
当
に
一
生
懸
命
や
っ
た
」
と
い
う
達
成
感
を
持

っ
て
十
五
の
春
を
終
わ
る
こ
と
で
す
。
一
、二
年
生
は
徹
底

し
た
復
習
と
定
着
で
す
。
普
段
の
授
業
よ
り
も
長
時
間
を

使
う
冬
期
講
座
で
は
、
も
う
す
ぐ
来
る
次
の
学
年
へ
の
準

備
と
し
て
内
容
的
に
も
気
持
ち
的
に
も
積
極
的
な
姿
勢
で

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

24
年
度
か
ら
教
科
書
の
内
容
が
大
幅
に
増
え
難
し
く
な

り
ま
す
。
い
つ
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
試
験
で
頑
張
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
普
段
の
学
習
の
結
果
が
試
験
に
で
る

の
で
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
学
習
を
よ
り
丁
寧
に
や
っ
て

確
実
に
覚
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
問
題

を
解
く
こ
と
で
す
。
教
科
書
の
内
容
が
増
え
る
わ
け
で
す

か
ら
今
ま
で
の
学
習
量
で
は
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
部
活

と
の
両
立
は
更
に
大
変
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
部
活
は
教
育
の
一
環
で
行
う
も
の
で
す
が
、中
に
は
「
勉

強
の
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
部
活
の
先
生
も
い
ま
す
。

中
学
生
に
と
っ
て
、
将
来
の
自
分
に
と
っ
て
一
番
大
事

な
の
は
何
か
を
考
え
て
下
さ
い
。
基
礎
学
力
を
つ
け
、
応

用
力
を
つ
け
る
た
め
の
努
力
そ
の
も
の
が
社
会
で
通
用
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
の
で
す
。「
生
き
る
力
」
は
学
力

な
し
に
、
考
え
る
力
な
し
に
、
そ
し
て
努
力
な
し
に
は
で

き
ま
せ
ん
。

12
月
29
日
に
卒
業
生
（
遠
矢
中
｜
高
専
電
子
工
学
）
で

Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
に
就
職
し
た
榎
並
君
が
二
年
振
り
に
帰
っ
て

き
て
塾
に
来
て
く
れ
近
況
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
は
研
究
・
開
発
の
仕
事
を
し
て
い
て
今
は
３
Ｄ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
開
発
を
し
て
い
て
、
そ
れ
が
３
月
に
発

売
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
多
分
売
れ
な
い
で
し
ょ
う
と
。

で
は
、
な
ぜ
作
る
の
か
と
聞
い
た
ら
会
社
の
ス
テ
ー
タ
ス

（
威
信
）
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

彼
の
部
署
で
高
専
卒
は
自
分
だ
け
で
周
り
は
東
大
を
は

じ
め
と
す
る
国
立
大
工
学
部
卒
の
す
ご
い
人
ば
か
り
だ
そ

う
で
す
。
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
で
は
社
員
に
等
級
が
あ
っ
て
、
今

年
Ｂ
ラ
ン
ク
か
ら
Ｃ
ラ
ン
ク
（
大
学
院
卒
は
初
め
か
ら
Ｃ

ラ
ン
ク
）
に
上
が
る
た
め
に
論
文
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
Ｃ
ラ
ン
ク
に
昇
格
す
る
と
、
こ

こ
か
ら
は
本
当
の
実
力
主
義
に
な
る
そ
う
で
す
。

今
回
彼
の
年
末
・
年
始
の
休
暇
は
18
日
間
で
会
社
の
福

利
厚
生
は
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
よ

う
な
こ
と
は
全
く
な
く
、
と
て
も
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い

る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
彼
が
、
自
分
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
と
に
か
く
大

事
な
の
は
今
で
す
よ
。
あ
の
時
が
な
け
れ
ば
今
は
な
か
っ

た
と
、
勉
強
し
て
い
る
中
学
生
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。
充
実
し
た
将
来
・
未
来
は
今
頑
張
ら
な
け
れ
ば
あ
り

え
な
い
と
。

榎
並
君
を
見
て
い
る
と
皆
さ
ん
に
も
そ
う
な
っ
て
ほ
し

い
い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
卒
業
生
の
先
輩
に
負
け
な

い
よ
う
に
今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。　

★
漢
字
検
定
・
数
学
検
定
の
結
果
★

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
漢
字
検
定
の
結
果
は
過
去
最
低

の
合
格
率
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
受
験
者
43
名
中
22
名
が

三
級
以
上
で
二
級
が
４
名
、
準
二
級
9
名
、
三
級
が
9
名

と
漢
検
受
験
始
っ
て
以
来
過
去
に
な
い
高
い
級
の
受
験
が

多
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
回
は
、
今
ま
で

に
な
か
っ
た
、
三
年
生
で
増
山
さ
ん
が
２
級
、
二
年
生
で

河
村
さ
ん
が
準
２
級
、
一
年
生
で
遠
藤
さ
ん
が
３
級
に
初

め
て
合
格
し
ま
し
た
。
増
山
さ
ん
に
は
２
級
の
受
験
料
、
河

村
さ
ん
と
遠
藤
さ
ん
に
は
図
書
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

漢
字
は
社
会
に
出
て
か
ら
必
要
な
と
て
も
大
事
な
も
の
で

す
。
次
回
の
漢
検
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

一
方
、数
学
検
定
で
は
三
級
に
小
原
史
也
君
・
柏
原
紳
吾
君
・

川
口
智
之
君
・
中
村
祐
輔
君
（
美
原
中
3
年
）、
四
級
に
工
藤

史
歩
さ
ん
（
美
原
中
3
年
）、
六
級
に
須
貝
く
る
み
さ
ん
（
附

属
小
6
年
）、
九
級
に
須
貝
光
君
（
附
属
小
3
年
）
に
合
格
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

理
系
・
工
学
系
の
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
数
学
、
理

科
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
な
知

識
や
語
学
力
、
読
解
力
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

各
検
定
は
勉
強
を
す
る
上
で
、
一
つ
の
目
標
と
な
り
励
み

に
な
り
ま
す
。
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

漢字検定２級合格

美原中３年増山沙弓さん

漢字検定準２級合格

鳥取西中２年河村萌華さん

漢字検定３級合格

富原中１年遠藤柚月さん

２０１１年『今年の漢字』的中！

富原中２年栗山留佳さん（左）と景雲中３年木村侑里さん

清水寺の「今年の漢字」。塾で

も皆に今年の漢字一字を書いて

投票してもらいました。その

結果、「絆」と書いたのは塾長

と栗山さんと木村さんの３名で

した。とにかく大変な年で、大

事なものが何かが分かった年で

す。二人には図書カードが贈ら

れました。

１年生から３年生まで全員参加の計算特講 12/17 １日９時間がんばる３年生   高専４年の富樫君が丸付け



　 高校生就職内定　１０月末現在５８ ・ ６％厳しい状況続く

**********************************************************

　来春卒業を予定する高校生の１０月末現在の就職内定率は、前年同期を１・５ポイン
ト上回る５８・６％だったことが１６日、文部科学省の調査で分かった。就職内定率は
２年連続で上昇したが、過去最大の下落幅（１１・６ポイント）を記録し５５・２％と
なった０９年同期からは大幅に改善しておらず、文科省の担当者は「学校やハローワー
クの連携、企業の求人努力が功を奏しているがまだ厳しい状況だ」と話している。
　来春は１０６万１３６４人が卒業を予定し、このうち１８万７５３９人が就職
を希望している。内定を得たのが１０万９９９０人で、内定を得られていないのは
７万７５４９人。男女別の未内定者は、男子が４万１３４５人、女子が３万６２０４人。
就職内定率は、男子が前年同期比１・１ポイント増の６２・６％、女子が同２・１ポイ
ント増の５２・９％となっている。
　地域別では、東日本大震災で被害の大きかった岩手（前年同期比４・６ポイント増の
６６・２％）▽宮城（同７・６ポイント増の４７・４％）▽福島（同３・９ポイント増
の５６％）の３県はいずれも上昇。宮城県の伸び幅は全国最高だった。被災３県の内定
率が上昇したことについて、文科省は「企業が被災者向けの求人を積極的に出したこと
が要因ではないか」とみている。
　就職内定率が高かったのは富山県（７７・１％）▽福井県（７６・８％）▽岐阜県（７５・
６％）。低かったのは沖縄県（２４・６％）▽北海道（３４・３％）▽青森県（４６・５％）
の順だった。                                                                             毎日ｊｐ　12・17
**********************************************************

戦場カメラマンの渡部陽一さん　好奇心が自身を導く

　ゆっくりとした語り口に、誰とでも仲良くなれそうな穏やかな人柄－。戦場カメラマ

ンの渡部陽一さん（３８）は、その独特のキャラクターで人気を集めています。テレビ
のバラエティー番組出演で、お茶の間にもおなじみの顔ですが、世界の数々の紛争地域
で取材を続けています。学生時代に訪れたアフリカでの壮絶な体験が、報道の世界を志
すきっかけとなりました。（草下健夫）
法学部に入ったが
　「弁護士や検察官など困っている人を助ける仕事に就きたい」。これが大学の法学部に
入った動機だった。ところが、一般教養課程の生物学の授業に出たことで、その夢は大
きく変わってしまう。
　「先生がアフリカの（狩猟民の）ピグミーの話をしてくれた。
弓ややりでの生活なんて信じられなかった。会いたくなった」。
気楽な旅行者気分で、ピグミーが暮らすザイール（現・コン
ゴ民主共和国）へ。ある日、行商人のトラックに乗せてもら
いジャングルを進むと、不意に２０人ほどの子供の一群が姿
を見せた。

「弁護士や検察官など困っている人を助ける仕事に就きたい」。
これが大学の法学部に入った動機だった。ところが、一般教
養課程の生物学の授業に出たことで、その夢は大きく変わっ
てしまう。
　「先生がアフリカの（狩猟民の）ピグミーの話をしてくれた。弓ややりでの生活なん
て信じられなかった。会いたくなった」。気楽な旅行者気分で、ピグミーが暮らすザイ
ール（現・コンゴ民主共和国）へ。ある日、行商人のトラックに乗せてもらいジャング
ルを進むと、不意に２０人ほどの子供の一群が姿を見せた。
子供たちは銃を乱射し、近づいてきた。ゲリラの少年兵だったのだ。所持金やカメラな
ど一切合切を差し出す。撃たれなかったのが不幸中の幸いだった。
　周辺集落も被害に遭い、女性や子供たちが少年兵に連れ去られていた。「残った村の
子供たちは泣き叫んで、『助けて』と僕の服を引っ張る。でも何もできませんでした」
　帰国し、大学で友人に体験談を話しても信じてもらえない。「戦ったり、拉致された
りしている子供たちのＳＯＳを世の中に知らせる方法は」。もどかしさが募る中、気付
いたのが大好きなカメラのこと。「写真なら子供たちの叫びが伝わるのでは。戦場を撮
るカメラマンになろう」
悩んだテレビ出演 
　大学在学中からフリーのカメラマンとして活動。２００３（平成１５）年に勃発した
イラク戦争では、初めてビデオカメラを使ってテレビの仕事をこなした。フリーアナウ
ンサーの大村正樹さん（４４）とバグダッドで知り合い、帰国後も交流を深めてテレビ
に出演するきっかけをくれたという。
テレビとの接点が深まると、平成２１年の年末にはバラエティー番組で、戦場カメラマ
ンの仕事について、インタビューを受けた。ゆっくりと語りかけるような独特な語り口。
そのキャラクターが注目され、年が明けるとさまざまな番組に出演を重ねるようになっ
た。「お呼びがかかることが、何とも不思議であり、ありがたいことでもあります」

　しかし、テレビ出演には葛藤もあったという。「あくまで戦場の真実を伝えるの
が僕の仕事。バラエティー番組はいかがなものか」
　悩み続けた末、指導を受けていた報道写真家の山本皓一（こういち）さん（６８）
に相談した。山本さんのアドバイスは「やってみたらいい。ただ条件として、どの
番組でも少しでも撮影した写真を使っていただき、自分で何が起こっているかを伝
えること。これさえ守れれば、何を言われても静かにしていなさい」。この言葉が、
背中を押してくれた。
　バラエティー番組に出たことは、今では良かったと思っている。「子供から年配
の方にまで、イラク、アフガニスタン、レバノン、パレスチナ、スーダンといっ
た世界のことを伝えられ、少しでも『アフガニスタンってどんな国なの』と思って
もらえるようになるのが、一番うれしい」。学生時代に訪れたザイールの「助けて」
と服を引っ張ってきた子供たちの声が、日本の子供たちの耳に伝わる機会が増える
ことにつながるからだ。
原点は剣士の心
　「真実を伝えたい」という思いから、カメラのファインダーを通じて世界を見続
けている。その原点は少年時代にまでさかのぼる。
　剣豪小説が好きな父親の影響で小中学時代の９年間、剣道に明け暮れた。「礼節
を保って自分を律し、目上の人を敬うことをたたき込まれました。今でも僕のカメ
ラマンの仕事には、少年剣道時代がルーツにあると思う」。戦う相手にも敬意を払
う剣道で培った心は、時に「サムライジャーナリスト」を名乗る精神にもつながる。
どんなことも新鮮な感動として受け止めるおおらかな態度、そして好奇心が自身を
導いてきた。
　「将来、何十年先かもしれないが、世界から戦争がなくなり、戦場カメラマンの
仕事がなくなって、学校カメラマンになること。世界中の学校を撮影し、写真集や
ドキュメンタリー番組などで、伝えていきたい」
　世界を見つめてきた真摯（しんし）なまなざしが、そのまま未来にも向けられて
いる。
戦場写真の心がけは
　「駆け出しのころ、ほかの戦場カメラマンから『１枚で戦争を仕掛ける側と、や
られている側、それぞれの思いが伝わるように』『報道機関向けに配信するときは、
どこの国の新聞に載っても分かりやすいものを』とアドバイスをいただき、生かし
ています」
戦場は怖くありませんか
　「危機管理をしっかりすることで、恐怖は和らぎます。その絶対条件はガイドさ
ん選び。現地で生まれて人脈を持ち、危険が分かるガイドさんの言うことに必ず従
います。生きて帰ることが絶対条件です」
どうしてそんな話し方を？
　「小さいころから友人に『渡部は話し方が変だ』と言われました。外国に行くよ
うになり、言葉が通じない国で単語を正確にゆっくり伝えると、理解してもらえる
んです。そんな生活を続けて、もともとの話し方に拍車がかかったと思います」

　〈わたなべ・よういち〉昭和４７年、静岡県生まれ。明治学院大学法学部卒業。
紛争地域を中心に、１３０カ国以上で取材。イラク戦争では米軍従軍（ＥＭＢＥＤ）
取材を経験した。著書に「世界は危険で面白い」（産経新聞出版）、共著に「報道さ
れなかったイラクと人びと」（新風舎）。昨年１２月、写真集「ＭＯＴＨＥＲＴＯＵ
ＣＨ」（辰巳出版）が発売された。　　　　　　　　　　　　ＭＳＮ産経ニュース

*******************************************************

11 月４日の日経新聞に、「未熟補う就職授業」と題した記事が載っていました。
受験の『勝ち組』でない学生たち（中堅大学以下の大学の学生）に対する「就職の
ための授業」を取り上げたものです。その中に、表題の「発表する人の顔を見よう」
という文がありました。要するに、人の話しをきちんと聞くことが出来ない生徒が
多いということです。先生の話はきちんとした態度で聞くということです。女子に
よく見られますが、髪の毛をいじりながら聞いたり、斜に構えていたりする生徒が
多いのです。
　また、職場訪問（インターンシップ）では、「学生が寝坊して遅刻ばかりで困る」
という苦情が、会社側から大学に寄せられるそうです。　「人の話をきちんと聞か
ない」にせよ「寝坊」にせよ、大学生になってから急にそうなるのではなく、子ど
もの頃からそうなのです。いつの間にか、日本人から基本的な生活習慣・生活態度
がかなり抜け落ちてしまいました。そして、こういうことは学力の高さとは無関係
になりつつあるように思われます。昔は、学力の高い生徒にはこのようなことを心
配することは無かったのですが、最近は関係なくなってきつつあるというのが実感
です。小学生も中学生も、いまからきちんとマナーや習慣を確立しておこう。社会
に出てから必要なのは学力ではなく「教養」と「責任」です。
　塾生の皆さん、「遅刻はやめよう」「無断欠席はやめよう」「挨拶はきちんとしよ
う」「人の話はしっかり聞こう」「自分の意思で動けるようになろう」。やっていい事、
やってはいけない事、やらなければならない事を考えて行動する１年にしましょう。


